
、



い） flx）-g(x) fix）=g(x）
" " " " 坳 秘
""

- （-1/2+1） ←→（x-a）（x+1）（X-2）=0
=ポー（a+i）が+（a-2）×+2a く⇒ X=a，-1，2

☆ 因数定理をまず試す なので、 fix）=81×）の異なる実数解の
二（x-a）（x?x-2） 個数が 2個となるのは、
= （ い， 興 ， 9 = - 1 又 は 2

ー ー 、

12） fix）は3次関数、glx）は2次関数ゆえ、 13）4（x）の極大値>1」で

y=f(x）と y=g(x）のグラフの どっちかの aに決まるかな...
ここをラクに見極めたいところ-_-共有点の個数と、 柳

!

，
環

異なる実数解の個数は等しい。_ （Da=-1の とき
fix）=×3-X2-3X-1 となる。

→ この増減を調べる.
fix）=3×2-21/-3



fix）=3×2-21/-3 となるので、極大値は
⇒ （x-t）（xT ) H

"

） = -Tx t が

よって flx）の増減は
=20Tj56.

it？：t:i|
| 2 0 × 3・ 學 = . で い

f lx) t と A なので上から評価する。
極大値 求めるしかないかー <20×！5--6 =T=f<1

t o fix）を fix）で割った余りに
代入すると少しラク！ となり Iより小さい。 よって不適。

Iまで （Da=2のとき、ここで.fix）を fix）で割ると.たが3×-1=（31122×-3）GX-
※笇

扖）=が 4×45 となる。
fix）=31128X暗算でいけるとベストな _ f x - f =3×（x-8） より、



f(x）の増減は

i
×

y=f(x）鯡ミ-：

"

た
となるので、極大値は
灬 ら と な り 、 牧 擿 。 。

.爪！8-
PYxy.fiこのとき、flx）-g(x）=1×+1）（x-2）そ

なので、y=fix）とy=g(x）を図示）
砅 以 樋 、

，
、
鼬

，

fix）-g(x)j.to/Th.f～_


